
第一章　心を磨く
大切な三つの挨拶／礼を欠かさない／周囲の人と物
への礼儀／茶の湯を彩る三つの関係性ほか
第二章　もてなす
花は野にあるように／言葉のやりとり／備えておく
こと／心を一つにする　ほか
第三章　清め、高める
清める／整理整頓／覚えようとするから忘れる／十
よりかえるもとのその一／答えを教えない　ほか
第四章　愛でる
余白の美／不足の美／見え隠れの美／満つれば欠く
る　ほか
第五章　綺麗さび
利休の黒、織部の緑、遠州の白／「艶」を与える／
和光同塵／潔さ　ほか
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こ
ぼ
り・そ
う
じ
つ
＝
1
9
5
6
年
生
ま
れ
。
学
習
院
大
学
卒
業
後
、大
徳
寺
派
桂
徳
禅
院
に
て
修
業
を
積
む
。　

年
副
家
元
に
就
任
。2
0
0
1
年
、

遠
州
茶
道
宗
家　

世
家
元
を
継
承
す
る
。「
茶
の
湯
を
通
し
て
心
を
豊
か
に
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、伝
統
文
化
の
普
及
発
展
と
精
神
文
化
の
向
上
、青
少
年
の

育
成
や
地
域
づ
く
り
な
ど
社
会
貢
献
に
尽
力
。海
外
で
も
積
極
的
な
文
化
交
流
を
行
う
。著
書
に『
茶
の
湯
の
不
思
議
』（
日
本
放
送
出
版
協
会
）な
ど
。

著
者
略
歴

目次から

　
「
茶
の
湯
を
通
し
て
心
を
豊
か
に
」の
思
い
で
国
内
外
で
活
躍
す
る

遠
州
茶
道
宗
家　

世
家
元
が
、茶
の
湯
の
世
界
を
自
由
闊
達
に
語
り

な
が
ら
、日
本
人
の
価
値
観
の
真
髄
に
迫
り
ま
す
。

　

床
の
間
の
し
つ
ら
い
、茶
道
具
の
取
り
合
わ
せ
、織
り
込
ま
れ
た
季

節
や
主
人
の
思
い
を
か
み
し
め
な
が
ら
味
わ
う
茶
の
湯
の
中
に
は
、挨

拶
や
礼
儀
、清
め
る
こ
と
、譲
る
こ
と…

…

さ
ま
ざ
ま
な
日
本
人
の
美

意
識
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。茶
の
湯
の
世
界
は
ま
さ
に
宇
宙
。こ
の
大
い

な
る
世
界
を
知
れ
ば
、き
っ
と
人
生
が
豊
か
に
輝
い
て
き
ま
す
。

編
集
者
か
ら

　

家
の
中
の
ほ
ん
の
一
箇
所
で
も
、常
に
片
付
け
清
め
て
お
く
場
所
を
持
つ
こ
と
で
、

心
を
平
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
お
先
に
」
の
一
言
で
皆
が
ホ
ッ
と
優
し
い
気

持
ち
に
な
る
…
…
。
め
く
る
た
び
、
た
く
さ
ん
の
美
し
い
知
恵
が
こ
ぼ
れ
て
き
ま
す
。

手
元
に
置
い
て
何
度
も
読
み
返
し
た
く
な
る
一
冊
で
す
。
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